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ご 協 力 の お 願 い

日頃から市政について、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

さて、広島市では、まちづくりや市の施策に関する市民の皆様のお考えなどをお聞きし、その結

果を市政推進の基本的な方向を定めるおおむね 10 年の長期計画の改定等に生かしていくため、「市

民まちづくりアンケート調査」を実施することにしました。

ご多忙のところ、誠に恐縮に存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよ

うお願い申し上げます。

なお、この調査は、市内にお住まいの満 18 歳以上の方の中から 10,000 人を無作為に抽出させて

いただき、回答をお願いするものです。調査には無記名でお答えいただき、回答結果は統計的に処

理いたしますので、個人が特定されたり、個別の回答が公表されることは決してありません。また、

調査結果がまとまり次第、広島市ホームページ(http://www.city.hiroshima.lg.jp/)、区役所の窓

口などで公表いたします。

  平成 29年（2017 年）10月

                           広島市長 松 井 一 實

１ 調査票には、あて名のご本人がお答えください。もし、ご本人に記入いただけない

場合は、身近な方が、ご本人の意見を聞きながら記入していただきますようお願いい

たします。

なお、この調査は、回答者を無作為で抽出しているため、あて名のご本人の様子が

わかりません。万一、ご病気などでお答えいただけない場合は、回答の必要はござい

ません。

２ 回答に当たっては、問いの指示に従って調査票に直接ご記入ください。

ご記入は、鉛筆、ボールペン、万年筆のいずれでも結構です。

３ 回答は、平成 29 年（2017 年）10 月 1 日（日）を基準としてご記入ください。

４ 記入の終わった調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です。）に入れ、平成 29

年（2017 年）11 月 13 日（月）までに郵便ポストへご投函ください。

５ この調査についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。

           〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目 6 番 34号

          広島市役所企画総務局企画調整部政策企画課

担当者：中本

                   電 話：（082）504－2835

                   ＦＡＸ：（082）504－2029

記入についてのお願い

市民まちづくりアンケート調査

調査票
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第１部 基礎的調査項目

次の項目ごとに、当てはまる番号を１つ選び、○を付けてください。

年  齢

１ １０歳代     ６ ４０～４４歳   11 ６５～６９歳

２ ２０～２４歳   ７ ４５～４９歳   12 ７０～７４歳

３ ２５～２９歳   ８ ５０～５４歳   13 ７５歳以上

４ ３０～３４歳   ９ ５５～５９歳

５ ３５～３９歳   10 ６０～６４歳

性  別 １ 男     ２ 女

住  所

お住まいの区の番号に○を付け、町名を記入してください。町名の記入が難しい場合

は、お住まいの区の番号に○を付けるだけでも差し支えございません。

１ 中 区（      町）   ５ 安佐南区（ 町）

２ 東 区（      町）   ６ 安佐北区（      町）

３ 南 区（      町）   ７ 安 芸 区（      町）

４ 西 区（      町）   ８ 佐 伯 区（      町）

同居家族

の人数

単身赴任などで家族と別居中の場合は、別居の人を除いてお答えください。

１ １人（自分だけ） ３ ３人       ５ ５人

２ ２人       ４ ４人       ６ ６人以上

同居家族

の構成

単身赴任などで家族と別居中の場合は、別居の人を除いてお答えください。

１ 一人暮らし          ４ あなた（又はあなた夫婦）と子

２ 夫婦のみ           ５ あなた（又はあなた夫婦）を含めて三世代

３ あなた（又はあなた夫婦）と親 ６ その他（具体的に ）

現在の場所

の居住年数

１ １年未満     ４ ５～１０年未満   ７ ３０～５０年未満

２ １～２年未満   ５ １０～２０年未満   ８ ５０年以上

３ ２～５年未満   ６ ２０～３０年未満

広島市に住んでおられる方の暮らしぶりについて、実態と意識を把握し、

今後の市政推進の基礎資料とするものです。

最初にあなた自身のことをおたずねします。
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問１ あなたは、どのような経緯で広島市に住むようになりましたか。次のうちから１つ選び、番

号に○を付けてください。

１ 子どもの頃からずっと広島市に住んでいる

２ 広島市又はその周辺の出身で、進学や就職などにより、他の地域に引っ越したが、

  再び引っ越して、広島市に戻って住むようになった（いわゆるＵターン）

３ 広島市又はその周辺以外の出身で、進学や就職などにより、他の地域に引っ越し

たが、再び引っ越し、広島市に住むようになった（いわゆるＪターン）

４ 広島市又はその周辺以外の出身で、就職などにより、広島市に住むようになった

（いわゆるＩターン）

５ 進学や転勤により、一時的に広島市に住むようになった

６ その他

問２ あなたは結婚をされていますか。次のうちから１つ選び、番号に○を付けてください。

    １ 結婚している   

  ２ 結婚していたが現在は単身

  ３ 未婚

暮らしや仕事についておたずねします。

問３へ付問へ

付問 広島市に住むようになった理由は次のうちどれですか。次のうちから選び、番号にいくつ

でも○を付けてください。

    １ 広島市又はその周辺で仕事があるから

    ２ 広島市又はその周辺の学校に進学したから

３ 子育ての環境や子どもの教育環境が良いから

   ４ 親族や知人がいるから

５ 親の介護など家庭の事情のため

６ 地方での暮らしをしたかったから

   ７ 旅行などで訪れて親しみをもったから

   ８ 生まれ育った場所であるなど広島市に愛着があるから

    ９ その他（具体的に                            ）

問２へ

付問へ

付問 あなたは共働きをしていますか。

    

１ している

    ２ していない
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問３ あなたは、普段の日（平日）にどの程度自由時間がありますか。次のうちから１つ選び、番

   号に○を付けてください。

    １  １時間未満         ５ ４～５時間未満

    ２  １～２時間未満       ６ ５～６時間未満

    ３  ２～３時間未満        ７ ６時間以上

    ４  ３～４時間未満

問４ あなたは、自由時間をどのように過ごしていますか。普段の日（平日）、週末などの休日、３

日以上連続した休暇のそれぞれの場合について、次のうちから選び、いくつでも○を付けて

ください。

自由時間の過ごし方
普段の日

（平日）

週末など

の休日

３日以上

連続した

休暇

１ 何もしないでのんびりする １ １ １

２ テレビ、ラジオ、新聞、雑誌などの見聞き ２ ２ ２

３ インターネット、スマートフォン等の利用、テレビゲームなど ３ ３ ３

４ 家族とのだんらん ４ ４ ４

５ 友人などとの付き合い ５ ５ ５

６ 軽い運動（ラジオ体操、ウォーキングなど） ６ ６ ６

７ スポーツ活動（野球、サッカー、バレーボール、テニスなど） ７ ７ ７

８ スポーツ観戦 ８ ８ ８

９
趣味・娯楽（読書、映画、音楽、釣り、囲碁、将棋、パチンコ

など）
９ ９ ９

10 学習活動（英会話教室、通信教育など） 10 10 10

11
身近な地域での活動（町内会・自治会活動、ＰＴＡ活動、地域

のコミュニティ活動など）
11 11 11

12

身近な地域以外での活動（平和、国際交流、環境保全、社会福

祉、交通安全、文化・スポーツ、青少年健全育成に関する活動

など）

12 12 12

13 ショッピング、飲食 13 13 13

14 行楽、旅行 14 14 14

15 その他

（具体的に                 ） 15

（具体的に                ） 15

（具体的に                ） 15
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問５ あなたは、自由時間の過ごし方に満足していますか。次のうちから１つ選び、番号に○を付

けてください。

     １ は い          ２ いいえ

            問６へ        付問へ

問６ あなたは、自由時間が今より増えたとしたら、主にどのようなことをしたいですか。普段の

日（平日）、週末などの休日、３日以上連続した休暇のそれぞれの場合について、次のうちか

ら選び、いくつでも○を付けてください。

自由時間の過ごし方
普段の日

（平日）

週末など

の休日

３日以上

連続した

休暇

１ 何もしないでのんびりする １ １ １

２ テレビ、ラジオ、新聞、雑誌などの見聞き ２ ２ ２

３ インターネット、スマートフォン等の利用、テレビゲームなど ３ ３ ３

４ 家族とのだんらん ４ ４ ４

５ 友人などとの付き合い ５ ５ ５

６ 軽い運動（ラジオ体操、ウォーキングなど） ６ ６ ６

７ スポーツ活動（野球、サッカー、バレーボール、テニスなど） ７ ７ ７

８ スポーツ観戦 ８ ８ ８

９
趣味・娯楽（読書、映画、音楽、釣り、囲碁、将棋、パチンコ

など）
９ ９ ９

10 学習活動（英会話教室、通信教育など） 10 10 10

11
身近な地域での活動（町内会・自治会活動、ＰＴＡ活動、地域

のコミュニティ活動など）
11 11 11

12

身近な地域以外での活動（平和、国際交流、環境保全、社会福

祉、交通安全、文化・スポーツ、青少年健全育成に関する活動

など）

12 12 12

13 ショッピング、飲食 13 13 13

14 行楽、旅行 14 14 14

15 その他

（具体的に                 ） 15

（具体的に                 ） 15

（具体的に                 ） 15

付問 それはどのような理由からでしょうか。次のうちから選び、いくつでも○を付けてください。

１ 休日が少ない            ６ 近くにスポーツや趣味、ショッピング

２ 休暇が取りにくい                      などを楽しめる施設がない

３ 仕事、家事・育児などで自由時間が  ７ 利用したい時間に施設が使えない

あまり取れない                    ８ 身近な地域での活動などをしたいが、

４ 家族などとの時間が合わない            きっかけがつかめない

５ 金銭的余裕がない                  ９ 必要な情報が不足している  
                                      10 その他（具体的に           ）
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問７ あなたはどのような仕事についておられますか。主なものを次のうちから１つ選び、番号に

○を付けてください。

                １ 農業、林業、水産業（農業、林業、水産業の自営者と家族

従事者）

２ 商業、サービス業、工業（商業、サービス業、工業の自営

者と家族従事者）

                ３ 自由業（弁護士、開業医、芸術家など）

               ４ 管理職（会社・団体の役員、課長級以上の人など）

               ５ 専門・技術職（教員、建築技術者、病院勤務の医師・

看護師、保育士など）

                ６ 事務職（会社・団体の一般事務にたずさわる人など）

                ７ 販売・サービス職（店員、外交員、介護職員、理・美容師

など）

                ８ 技能・労務職（工員、建設作業者、運転手、警備員など）

                ９ パートタイマー、臨時・非常勤雇用者

                 10 専業主婦、専業主夫

           11 学生（大学院・大学・短大、各種学校、

専修・専門学校、予備校などに在学中の人）

               12 無職（10 及び 11 を除く。）

問８ あなたの勤務場所はどこですか。次のうちから１つ選び、番号に○を付けてください。

     １ 中  区     ６ 安佐北区 11 熊野町、坂町

    ２ 東  区    ７ 安芸区   12 廿日市市

     ３ 南  区    ８ 佐伯区   13 東広島市

     ４ 西  区    ９ 府中町   14 呉市   

５ 安佐南区    10 海田町      15 その他（具体的に      ）

問９ あなたの普段の片道通勤時間はどのくらいですか。次のうちから１つ選び、番号に○を付け

てください。

     １ 自宅が職場           ５  １時間～１時間３０分未満

     ２ １０分未満           ６ １時間３０分～２時間未満

     ３ １０分～３０分未満       ７ ２時間以上

     ４ ３０分～１時間未満

自営、家族従事の方

お 勤 め の 方

そ  の  他 問１２へ

問８から問１１は、問７で１から９に○を付けた方だけお答えください。
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問１０ あなたの主な通勤手段は何ですか。通勤距離の最も長いものを次のうちから１つ選び、番

号に○を付けてください。

１ 徒 歩     ５ バ ス        ９ アストラムライン

２ 自転車    ６ 鉄道（ＪＲ）       10 船 舶

３ バイク     ７ 広電（市内線）    11 その他

４ 自動車    ８ 広電（宮島線） （具体的に        ）

問１１ あなたの１週間の就業時間はどのくらいですか。次のうちから１つ選び、番号に○を付け

てください。普段、残業や副業をしている場合は、それも含めた１週間の合計について記

入してください。

     １  ２０時間未満     ４  ４０～４８時間 ７  ８０時間以上

     ２  ２０～２９時間     ５  ４９～５９時間    ８  決まっていない

     ３  ３０～３９時間      ６  ６０～７９時間

問１２ あなたが所属する団体等について、次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてくだ

さい。

     １ 町内会・自治会

     ２ 老人クラブ

     ３ 社会福祉協議会

     ４ ボランティア団体

     ５ ＮＰＯ法人

     ６ その他（具体的に          ）

     ７ 団体等には所属していない
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第２部 トピック調査項目

【市政への評価・期待】

問１３ 市政について、次の表の区分ごとに○を付けてください（Ａ欄、Ｂ欄は二者択一ではあ

りませんので、両方の欄に○を付けても、○を付けなくても構いません。）。

Ａ欄「以前と比べて良くなっている」と思うものを次のうちから選び、いくつでも○を

付けてください。

Ｂ欄「今後、もっと力を入れて欲しい」と思うものを次のうちから選び、いくつでも○

を付けてください。

市 政 の 内 容

Ａ

以前と比べて

良くなっている

Ｂ

今後、もっと力

を入れて欲しい

例 ○○○○○ 例 例

１ 平和への取組 １ １

２ 国際交流や国際協力の推進  ２ ２

３ 自然環境の保全や公園整備 ３ ３

４ 地球温暖化対策 ４ ４

５ ごみ処理やリサイクルの推進 ５ ５

６ 防災・減災対策 ６ ６

７ 交通安全対策 ７ ７

８ 防犯対策 ８ ８

９ 消費者施策の推進 ９ ９

10 景観施策の推進 10 10

11 都市再開発や市街地の整備 11 11

12 住宅施策の推進 12 12

13 上下水道の整備 13 13

14 道路整備 14 14

15 公共交通の充実・強化 15 15

16 高齢者福祉 16 16

17 障害者（児）福祉 17 17

広島市は、現在、市政推進の基本的な方向を定める総合計画の改定に取り組んでいます。

計画改定の基礎資料などとするため、皆様のお考えや取組の現状などをお聞きします。
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市 政 の 内 容

Ａ

以前と比べて

良くなっている

Ｂ

今後、もっと力

を入れて欲しい

18 児童福祉 18 18

19 低所得者福祉 19 19

20 保健・医療の充実 20 20

21 学校教育の充実 21 21

22 生涯学習の推進 22 22

23 青少年の健全育成 23 23

24 男女共同参画の推進 24 24

25 芸術・文化の振興 25 25

26 スポーツ・レクリエーションの振興 26 26

27 地域のまちづくり活動の促進 27 27

28 人権尊重社会の形成 28 28

29 観光・イベントの振興 29 29

30 農業・林業・水産業の振興 30 30

31 商業・サービス業の振興 31 31

32 工業の振興 32 32

33 情報化（ＩＣＴ利活用）の推進 33 33

34 広報・広聴 34 34

35 情報公開 35 35

36 行政改革の取組 36 36
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【将来の公共サービスの在り方】

問１４ 少子化・高齢化、人口減少が進み、税収が減少したり、社会保障費が増加した場合、現在

の公共サービスの水準を維持しようとすると、広島市の借金（市債残高）が増加し、将来

世代への負担が増えることが想定されます。こうした中で、あなたは、公共サービスの水

準と将来世代への負担の関係がどうなるのがよいと思いますか。あなたの考えに近いもの

を次のうちから１つ選び、番号に○を付けてください。

１ 現在の公共サービスの水準を維持・向上させるため、将来世代への負担が増えるこ

とはやむを得ない

２ 将来世代への負担を今以上に回さないよう市の借金を一定程度に抑え、現在の公共

サービスの水準を一定程度に抑えた方が良い

３ 将来世代への負担を減らしていくため、現在の公共サービスの水準を下げることは

やむを得ない

４ その他（具体的に                        ）

５ わからない

【まちのイメージ】

問１５ あなたは、広島市を将来どのようなまちにしたいと思いますか。目指すべきまちの姿につ

いて、次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 災害による危険性の少ないまち

２ 街並みの美しいまち

３ 自然環境が保全されたまち

４ 環境への配慮が行き届いているまち

５ 国際交流が盛んなまち

６ 経済活動が活発で、にぎわいのあるまち

７ 保健・医療・福祉が充実したまち

８ 世界恒久平和の実現に向けて積極的に取り組むまち

９ 犯罪が少なく、マナーやモラルの良いまち

10 安心して子どもを生み育てることができるまち

11 交通の利便性の良いまち

12 地域のまちづくり活動が活発なまち

13 教育が充実し、学習の機会に恵まれているまち

14 芸術・文化活動やスポーツ活動が盛んなまち

15 その他（具体的に                        ）
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【現在のまちの姿】

問１６ あなたは、自分の住んでいる地域（おおむね小学校区）は、以前と比べてどのようになっ

たと思いますか。あなたの考えに近いものを次のうちから１つ選び、番号に○を付けてく

ださい。

１ とても活気が増している

２ やや活気が増している

３ やや活気がなくなっている

４ とても活気がなくなっている

５ 変わらない

６ 最近住み始めたのでわからない

【将来のまちづくりの方向性】

問１７ 人口減少が進展する中、広島市では、バスやＪＲ・アストラムラインの駅などの公共交通

へ歩いてアクセスしやすい場所に、住まいや医療・福祉などの施設を誘導するコンパクト

なまちづくりを進めています。このことについて、あなたはどのようにお考えですか。あ

なたの考えに近いものを次のうちから１つ選び、番号に○を付けてください。

１ 必要である

２ どちらかといえば必要である

３ どちらかといえば必要ない

４ 必要ない

５ その他（具体的に ）

付問１

そう思うのはなぜですか。次のうちから選び、

番号にいくつでも○を付けてください。

１ 地域の人口が増えているから

２ 子どもが増えているから

３ 若者が増えているから

４ 来訪者が増えているから

５ 地域行事・イベントが増えているから

６ 地域住民が集う施設が増えているから

７ 地域活動が活発だから

８ 商業施設（小売店、飲食店など）が増え

ているから

９ 地域に住宅が増えているから

10 公共交通が利用しやすくなっているから

11 その他（具体的に        ）

付問２

そう思うのはなぜですか。次のうちから選び、

番号にいくつでも○を付けてください。

１ 地域の人口が減っているから

２ 子どもが減っているから

３ 若者が減っているから

４ 来訪者が減っているから

５ 地域行事・イベントが減っているから

６ 地域住民が集う施設が減っているから

７ 地域活動が活発でないから

８ 商業施設（小売店、飲食店など）が減っ

ているから

９ 地域に空き家が増えているから

10 公共交通が利用しにくくなっているから

11 その他（具体的に        ）

付問１へ

付問２へ問１７へ
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【交通環境】

問１８ 交通環境の改善に向けて、広島市は、今後、どのようなことに力を入れていけばよいと思

いますか。次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 朝・夕の交通渋滞の解消に努める

２ 交通機関相互の乗り継ぎ時間や移動距離の短縮、車内混雑の解消について交通事業

者に働き掛ける

３ 公共交通を利用しやすくするため、乗継案内や運行状況などの情報が適切に利用者

に提供されるよう交通事業者に働き掛ける

４ 都市内高速道路や幹線道路の整備を推進する

５ ユニバーサルデザイン（※１）による公共交通の整備を行うなど、全ての人にやさ

しい交通環境づくりを進める

６ 既存バス路線の維持や乗合タクシー（※２）などの地域公共交通の導入に取り組む

７ 自動車交通を抑制するため、「マイカー乗るまぁデー（※３）」や「パーク＆ライド

       （※４）」などの取組を推進する

８ 自動車の通行を制限したり、歩行者や自転車を優先する取組を推進する

９ 放置自転車・バイクの撤去や駐輪場整備を推進する

10 老朽化した道路や橋りょうなどの点検を行い、これらの効果的・効率的な維持保全

を推進する

11 その他（具体的に                        ）

※１ 「ユニバーサルデザイン」とは、障害の有無、年齢、性別、人種等に関わらず、様々

な人々が利用しやすいよう製品、施設、サービスなどをデザインする考え方のことで

す。

※２ 「乗合タクシー」とは、タクシー事業者が、定員10人以下の自動車により乗合旅客を

運送することです。広島市では、地域が主体となって運行する地域主体の乗合タクシ

ーを取組として実施しています。

※３ 「マイカー乗るまぁデー」とは、車に過度に依存するライフスタイルを見直し、市民

一人一人が車の使い方を考え、実践・体験することを通じて、地球温暖化の防止に貢

献する行動の輪を広げようとする取組です。広島市では、毎月２２日を「マイカー乗

るまぁデー」と定め、その利用を控えるよう呼びかけています。

※４ 「パーク＆ライド」とは、郊外の鉄道駅やバス停等の近くに駐車場を確保し、マイカ

ーから鉄道やバス等に乗り継ぎを図ることです。
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問１９ あなたは、公共交通を使いやすくしていくために、どのような取組が重要だと思いますか。

次のうちから選び、番号に３つまで○を付けてください。

     １ 便数の増加や運行時間の拡大などにより、利用しやすいダイヤを設定する

     ２ ベンチの設置などにより、待合環境を向上させる

     ３ 乗り継いでも直通と同程度の運賃となる乗継割引の拡充などにより、わかりやすく

使いやすい運賃体系を構築する

     ４ 公共交通の利便性が低い地域への乗合タクシーやデマンド運行（※）の導入などに

より、新たな交通手段を確保する

     ５ 新型車両の導入や駅・車両のバリアフリー化などにより、快適性を向上させる

     ６ 乗継案内や路線図、運賃情報の提供などにより、案内情報を充実させる

     ７ その他（具体的に                        ）

問２０ 今後、通勤や、通学、買物、観光など様々な場面でより一層自転車が活用されるために、

あなたは、どのようなことが必要だと思いますか。次のうちから選び、番号に３つまで○

を付けてください。

   １ 自転車安全教育による自転車の交通ルールの徹底やマナーなどの向上を推進する

   ２ レンタサイクルなど自転車の共有化を図る取組を推進する

   ３ 公共交通の駅付近などに新たな駐輪場を整備する

   ４ 自転車道や自転車レーンなど安全で快適な自転車走行空間の整備を推進する

   ５ 駐輪指導や街頭での啓発活動、放置自転車等の撤去など放置自転車対策を推進する

     ６ 商店街などと連携した駐輪場の利用者に対する特典の提供やポイント制度を導入す

る

     ７ 防犯登録やツーロックの啓発など自転車の盗難防止に関する取組を推進する

     ８ その他（具体的に ）

※ 「デマンド運行」とは、利用者のニーズに応じた予約型の運行形態のことです。予約に応じ

てルート・ダイヤを設定するフルデマンド型や、ルートや時間帯がある程度決まっているセ

ミデマンド型など、地域特性に合わせた柔軟な運行が可能です。
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【観光・交流】

問２１ あなたは、広島を訪れる人々に対し、広島をより知ってもらうため、どのようなところを

紹介したいと思いますか。次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 原爆ドーム

２ 平和記念資料館（原爆資料館）

３ 世界平和記念聖堂（中区幟町）

４ 広島城・縮景園

５ 不動院（東区牛田新町）、國前寺（東区山根町）、三瀧寺（西区三滝山）などの歴史

的建造物

６ おりづるタワー

７ 現代美術館、ひろしま美術館などの美術館

８ 動物公園・植物公園

９ 広島東洋カープやサンフレッチェ広島の試合

10 広島交響楽団によるコンサート

11 神楽など伝統芸能の公演

12 フラワーフェスティバルやドリミネーションなどのイベント、祭り

13 多彩な車両が走る「路面電車」、河川遊覧船などの乗りもの

14 本通り、並木通りなどの中心部の商店街や地下街

15 流川・薬研堀地区の飲食店街

16 水辺のオープンカフェ

17 カキ、お好み焼き、汁なし担担麺、瀬戸内海の小魚などの食べ物

18 平和大通りや河岸緑地など都市景観の美しさ

19 湯来・湯の山温泉や湯来地区の豊かな自然

20 その他（具体的に                        ）

【求める就労条件】

問２２ あなたが仕事を選ぶに当たって、重視することは何ですか。次のうちから選び、番号に３

つまで○を付けてください。

     １ 収入が多いこと

２ 正規雇用であること

３ 休みが取りやすく、残業が少ないこと

４ 家庭や病気などの事情に配慮してもらえること

５ 勤務先が自宅に近いこと

６ 職場の人間関係が良好であること

７ 好きな業界・業種であること

８ 自分が成長できる仕事であること

９ 社会貢献につながること

10 その他（具体的に                        ）
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付問１

その悩みやストレスの原因はどのようなものですか。次のうちから選び、番号にいくつでも

○を付けてください。また、その中で最も大きな原因の番号を１つだけ選び、（ ）の中に

記入してください。

   １ 家族との人間関係         12 妊娠､出産

   ２ 家族以外の人との人間関係     13 育児

   ３ 恋愛、結婚            14 子どもの教育

   ４ 離婚               15 家事

   ５ いじめ、セクシャルハラスメント  16 自分の仕事、事業などの経営

   ６ 生きがいに関すること       17 家族の仕事、事業などの経営

   ７ 自由にできる時間がないこと     18 住まいや生活環境（騒音・悪臭などの環境

   ８ 収入､家計､借金            問題、交通事情などを含む。）

９ 自分の健康や病気         19 その他

10 家族の健康や病気、介護        （具体的に            ）

11 身近な人の死            

   最も大きな悩みやストレスの原因 （     ）

付問２

あなたは、悩みやストレスをだれ（どこ）に相談していますか。次のうちから選び、番号に

いくつでも○を付けてください。また、その中で特に気になる悩みやストレスについて、だ

れ（どこ）に相談していますか、あてはまる番号を１つだけ選び、（ ）の中に記入してく

ださい。

１ 家族

２ 友人、知人、職場の同僚

３ 職場の上司､学校の先生

４ 公的な機関（区役所、精神保健福祉センターなど）の相談窓口

５ 民間の相談機関の相談窓口

６ 職場の相談窓口

７ テレビ、ラジオ、新聞、インターネットなどの相談コーナー

８ 精神科の病院・診療所の医師

９ 精神科以外の病院・診療所の医師

10 １～９以外の方法（具体的に                        ）

11 相談したいが、だれ（どこ）にも相談できないでいる

12 相談したいが、だれ（どこ）に相談したらよいかわからない

13 相談する必要はないので、だれ（どこ）にも相談していない

   特に気になる悩みやストレスについての相談先 （     ）

【メンタルヘルス】

問２３ あなたは現在、日常生活の中で悩みやストレスがありますか。

    １ あ   る             ２ な   い

                                           

                            

  

  

  

  

  

  

  

付問１、付問２へ 問２４へ
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【健康づくり】

問２４ あなたは、健康づくりのために普段どのようなことに気を付けていますか。次のうちから

選び、番号にいくつでも○を付けてください。

     １ 適正体重の維持や減塩、野菜の摂取など健康的な食生活

     ２ 十分な睡眠や休養

     ３ ストレス解消のための余暇活動

     ４ 定期的（１日３０分以上、週２回以上）な運動や散歩など

     ５ 喫煙をしない又は禁煙治療を受けるなど禁煙の努力

     ６ 飲酒をしない又は適度な飲酒（１日平均２０ｇ以下[ビール中ビン１本又は日本酒１

合程度]のアルコール摂取、週２回以上の休肝日を設けるなど）

     ７ 歯磨きや歯科健康診査を受けるなど歯科疾患の予防

     ８ １年間に１回以上の健診（健康診断や健康診査）や人間ドックの受診

     ９ 受動喫煙防止対策（飲食店で禁煙席に座るなど）

     10 その他（具体的に ）

【地域包括ケアの推進】

問２５ あなたは、高齢者ができる限り住み慣れた地域で、在宅のまま人生の最期まで安心して暮

らし続けるためには、どのようなことが重要だと思いますか。次のうちから選び、番号に

３つまで○を付けてください。

１ 若いときからの健康づくりや介護予防

２ 高齢になってからの健康づくりや介護予防

３ 仕事に就いていること

４ 趣味を持つこと

５ ボランティア活動や地域のまちづくり活動への参加

６ 友人・仲間づくり

７ 地域住民同士が支え合うこと

８ 在宅医療や介護サービスの充実

９ その他（具体的に                        ）
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【教育】

問２６ あなたは、学校教育の中で、特にどのようなことを身に付ける必要があると思いますか。

次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 自ら学ぼうとする意欲

２ 教科における基礎的な学力

３ 受験に役立つ学力

４ 実用的な英語力

５ コンピュータを活用する力

６ 音楽・美術など芸術面の能力や情操

７ 体力や運動能力

８ 自分の健康を管理する力

９ ものごとを論理的に考える力

10 自分の考えを表現する力

11 人間関係を築く力

12 生命を大切にする心

13 相手のことを思いやる心

14 社会の役に立とうとする心や公共心

15 郷土や国を愛する心

16 国際感覚

17 社会生活に必要な常識

18 基本的な生活習慣

19 その他（具体的に                        ）

問２７ あなたは、地域の中で子どもたちを育むため、どのような取組が重要だと思いますか。次

のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 子どもの安全を確保するための地域活動の推進

２ 子どもに対する礼儀やしつけの教示

３ 地域の歴史や文化、自然を学習する機会の確保

４ 文化活動やスポーツ活動など、子どもの個性を伸ばす取組の推進

５ 異なる考えを持った人たちや異なる年齢の人たちとの交流の促進

６ 保護者や地域住民の子どもに関わる地域行事や活動への参加の促進

７ 保護者や地域住民の学校行事への参加の促進

８ 保護者や地域住民に対する学校の施設開放

９ その他（具体的に ）
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（問２８で「これまで参加した活動」が「14 特にない」と答えた方に）

付問 その理由は何ですか。次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてくださ

い。

１ どんな活動が行われているか知らない

２ 参加するきっかけがない

３ 自分にあった活動がない

４ 時間に余裕がない

５ 好きな時間に参加できない

６ 一緒に活動する人がいない

７ 体が丈夫でない

８ 人間関係がわずらわしい

９ 関心がない

10 その他（具体的に                        ）

【地域活性化】

問２８ あなたは、これまでどのような「地域のまちづくり活動」に参加したことがありますか。

また、参加経験の有無に関わらず、今後参加したい活動は何ですか。次のうちから選び、

番号にいくつでも○を付けてください。

地 域 の ま ち づ く り 活 動
こ れ ま で

参加した活動

今 後 参 加

したい活動

１ 高齢者や障害者に対する福祉活動 １ １

２ 子育て支援や青少年健全育成のための活動 ２ ２

３ 子どもの見守りや声掛け活動 ３ ３

４ 交通安全活動 ４ ４

５ 防犯活動 ５ ５

６ 防災や災害救援活動 ６ ６

７ 祭りや伝統文化継承のための活動 ７ ７

８ スポーツ活動 ８ ８

９ 花の植栽や清掃などの地域の美化活動 ９ ９

10 ごみの不法投棄防止やリサイクルなどの環境保全活動 10 10

11 街並み保存や景観保全活動 11 11

12 身近な公園、道路などの計画づくりや維持管理の活動 12 12

13 その他
（具体的に                ） 13

（具体的に                ） 13

14 特にない 14 14

付問へ
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問２９ あなたは、地域の活性化やコミュニティの再生に向けて、どのようなことが重要だと思い

ますか。次のうちから選び、番号に３つまで○を付けてください。

１ 地域行事やイベントを開催すること

２ 町内会・自治会の加入率を向上させること

３ 地域活動の担い手となる人材の育成を進めること

４ 地域への若い世代の移住を進めること

５ 町内会・自治会などによる地域活動を活発化させること

６ 地域における活動や交流の拠点を確保すること

７ 公共交通手段を確保すること

８ その他（具体的に                    ）

【環境と経済活動が調和した社会の実現】

問３０ あなたは、将来、エネルギーや食料の不足などが懸念される中で、環境と経済活動が調和

した社会を実現していくため、どのような取組が重要だと思いますか。次のうちから選び、

番号にいくつでも○を付けてください。

１ 太陽光や風力など自然エネルギーの利用の促進

２ 水素やバイオマス（生物資源）などを利用した新エネルギーの導入

３ 省資源や省エネルギーの取組の推進

４ 雨水や下水処理水の再利用

５ 農地の保全や森林保護、緑化対策の推進

６ 地域で取れる農林水産物を消費する地産地消の推進

７ 環境にやさしい製品やサービスを提供する企業活動の促進

８ マイカーから公共交通や自転車、徒歩への転換

９ 開発に当たり自然環境への配慮を促すための制度や基準の充実

10 その他（具体的に                        ）
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【災害に強いまちづくり】

問３１ 災害に備えて、広島市は、今後、どのようなことに力を入れていけばよいと思いますか。

次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 避難場所や避難路を整備する

２ 道路や河川における土砂災害防止のための工事、がけ崩れ防止対策などを推進する

３ 災害復旧支援などのボランティア活動の促進を図るとともに、その受入体制を整備

する

４ 情報の収集・提供体制を整備し、市民に迅速かつ的確な情報提供を行う

５ 消火活動体制を強化する

６ 食料、水、生活必需品などの備蓄を充実する

７ 区役所、学校、医療機関など防災拠点施設の耐震化・不燃化を進める

８ 救助・救援、応急医療体制などを強化する

９ 高齢者、障害者、乳幼児などに対する安全確保の体制づくりを進める

10 防災教育や防災訓練の実施などにより、市民の防災意識を高める

11 消防団・自主防災組織の育成強化や企業の防災対策の強化などにより、地域ぐるみ

の防災活動を促進する

12 その他（具体的に                        ）

【平和への取組】

問３２ 核兵器の廃絶を目指すヒロシマは、今後、どのようなことに力を入れていけばよいと思い

ますか。次のうちから選び、番号にいくつでも○を付けてください。

１ 広島・長崎講座の開設や修学旅行の誘致、平和学習の充実など、被爆体験を風化さ

せないための取組を推進する

２ 平和に関する国際会議や原爆展の開催など、世界の人々に核兵器の恐ろしさ、平和

の大切さを発信する取組を推進する

３ 核兵器廃絶に向けて積極的な役割を果たすよう、日本政府を動かす努力をする

４ 被爆７５周年に当たる２０２０年までの核兵器廃絶を目指して、１６２か国・地域

の約７，４００の都市が加盟する平和首長会議の取組を強化する

５ 国内外の平和研究機関などと連携し、平和問題に関する研究・調査を推進する

６ 平和への共感を呼び起こすヒロシマをテーマとした音楽や映画、文学、演劇などの

活動を実施又は支援する

７ 市民が主体となった核兵器廃絶に向けた取組を支援する

８ 子どもたちに対する平和教育を充実する

９ その他（具体的に ）

これで調査は終了です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。


